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 〈プログラム〉                    変互善瑍撚譓互膾嶷

　1. 奈良クラブの歌　〔今、心は少年少女〕

　2. 開会点鐘　　　　　　　会　長

　3. ワイズソング

　4. 聖書・祈祷

5. ゲスト・ビジター紹介
6. 食前感謝
7. 卓　　話　
 ゲストスピーカー：ジェームズ・ウイルソン氏
テーマ "Welcome to the Emerald lsle-IRELAND”
8. 誕生日・結婚記念のお祝い
9. YMCA ニュース                                            

 10. インフォメーション                                      
 11. YMCA の歌                                                   
 12. 閉会点鐘　　　　　　　会　長
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互互互互 互・在籍会員　23名
・例会出席　20名
 （うちメイクアップ　 2 名）
・メネット      9 名

・コメット  　 0名
・ゲスト　  　  2 名
・ビジター   　 4 名
・出席率　　87.0%
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4 月度：　15,787 円
 累　 計；1,794,227 円　

＃例　会　    ５月 12日 ( 土 )    18：30 ～ 20：30　 　     奈良 YMCA　　　                # 出席第一・親睦・協力奉仕＃
＃役員会　     ５月 21日  （月）   19：00 ～ 21：00　　      奈良 YMCA 
＃メネット会   　   奇数月第 4金曜日　 10：30 ～ 12：00　　　 奈良 YMCA

細鷺塞策Y滾埣満
　
互　林　佑　幸
       辻野　啓一
　　佐々木みどり
　　高田　嘉昭
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 ４月１４日（土）の例会は、藤井辰男総主事の送別と、
金子司新総主事の歓迎会が奈良ＹＭＣＡの近くのスペイ
ン料理店「Ｐｉｃａ Ｐｉｃａ」で催されました。凄く
和やかな雰囲気で閉会するのが惜しい感じでした。これ
は私の個人的な気持ちですが、藤井辰男さんには、この
ままワイズの会員として残っていただきたい気持ちでい
っぱいです。また、金子新総主事には、ワイズクラブの
ためにご尽力いただけますよう宜しくお願い申し上げま
す。新年度が始まりました。気候も温暖になり過ごし易
い季節となりましたね。一年の内で一番過ごし易い季節
ではないでしょうか。一年中こんな季節が続くと大変嬉
しいのですが…。それと進学、就職と色々期待に胸膨ら
ませる季節ですね。ワイズクラブの方々もお身内で、進
学や就職でお祝いなどをされていることと思います。そ
れとは逆に、進学先や就職した会社によっては、離れ離
れになってしまうこともあるでしょう。またこの季節
は、桜の花見や行楽シーズンで、このブリテンを例会で
読まれるころは、ゴールデンウィーク明けで皆さんは
少々お疲れではないですか？
5 月は、ＬＴ強調月間です。クラブの例会や奉仕活動に
積極的に参加し、ワイズ仲間の友情とチームワークを育
み、クラブの活性化と会員相互の研鑽を目指そう！と頂
いております。通常の例会もそうですが、今年、他のク
ラブでは○○周年記念例会が多くあります。６月には第
１５回西日本区大会もあります。出来るだけ出席して楽
しいワイズクラブと自己研鑽に努めてまいりましょう。
悗┛ 男¶〒捩
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　皇后　美智子さまが、１９９８年ニューデリーで開催
された国際児童図書評議会で、ビデオで 基調講演され
た中で、次のような一節があります。　（「橋をかける」
－子供時代の読書の思い出－美智子著より）「私がまだ
小さな子供であった時に、一匹のでんでん虫の話を聞か
せてもらったことがありました。（略）　そのでんでん
虫はある日突然、自分の背中の殻に悲しみが一杯詰まっ
ていることに気付き、友達を訪ね、もう生きていけない

のではないかと、自分の背負っている不幸を話します。
友達のでんでん虫は、それはあなただけではない、私の
背中の殻にも、悲しみは一杯つまっている、と答えま
す。小さなでんでん虫は、別の友達、又別の友達と訪ね
て行き、同じことを話すのですが、どの友達からも返っ
て来る答えは同じでした。そしてでんでん虫はやっと、
悲しみは誰でも持っているのだ、ということに気付きま
す。私は私の悲しみをこらえていかなければならない。
　このお話は、このでんでん虫が、もうなげくのをやめ
たところで終わっています。（以下略）」人は生きてゆ
く中で時には「何故、私だけがこんなに悲しみ、苦しま
なければならないのか」と自分自身を責め問い続けるこ
とが多くあります。ことに突然の事故や災害で愛する家
族や愛する人を失ったり、自身が大きな病におかされた
時は、背負い切れないくらいの重荷を感じます。東日本
大震災から１年余り経ちましたが、春の選抜高校野球で
被災地の宮城県の石巻工の阿部主将が選手宣誓で「人は
誰でも答えのない悲しみを受け入れることは苦しくて
つらいことです。」と述べましたが痛いほどわかります。
でも人は一人ではありません。「人」という文字は人と
人とが支えあってできています。誰もがでんでん虫のよ
うに、悲しみや苦しみを抱きつつ生きているのなら、人
に対して、微笑みと愛の心で接するなら、もっと一人一
人の人生が変わるに違いないと思うのです。
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　２月の中頃、ハトバスに乗って東京を見て回る機会が
ありました。私たち夫婦らおのぼりさんが最後のフリ－
タイムを過ごしたのは品川のお台場でした。ここで他の
人たちはほとんど全員フジテレビ本社の球体展望台へ
行ってしまいましたが、私たち３人が浜公園の海岸べり
を散策しました。海の水はきれいで、小春日和の夕風は
とても心地よいものでした。湾の対岸が品川です。その
間の海中には人工島が幾つか防波堤のようになって連な
っています。そのうちの２つの島は、ペル－艦隊が一時
去った後、幕府が大急ぎでつくった大砲設置の人口島 6
つの生き残りです。書物によりますと、これらの砲台島
は、山を削って土をとり、それで海を埋め立てて、1.5
～ 3 ヘクタ－ルの５～６角形の島にしたものです。毎
日５千人が働いた、と言われています。大砲をつくり、
兵員の訓練もしなければなりません。すべてを指導した
のは江川太郎左衛門というお代官でした。
ペル－に１か月遅れて、ロシアの軍艦が大阪湾に侵入し
ました。大阪湾一帯に砲台を築いた指導者は勝海舟でし
た。しかし海舟は途中で考えを変え、「役にたたない砲
台よりも海軍の建設をしよう」と努めました。西の宮の
海岸には今も砲台が残っています。
日露条約の話し合いは伊豆の下田で行われました。その
最中に、安政の大地震と津波が起こり、ロシア軍艦は大




